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会長 山 口 ミユキ

第２１回参議院議員選挙の敗因は何であったか。組織人として懸命に努力し、
活動した同志は、必ず残念に思い反省されたことと思う。看護界の過去を知
るとき（歴史）、政治力で果たした業績は実に大きい（井上なつゑ・林塩・
石本茂・清水嘉与子・南野知恵子・能勢和子・阿部俊子先生）。ご苦労され
た諸先生に対して、謝意を表しながらこの度の敗因を考えてみたい。
１ 組織人として各々が役割を果たすことができたか。
・政治力の必要性を十分認識していたか。
・誰のため、何のための活動か。
・自分のことと思っていない、人から云われたから仕方なくやる活動。
・だから無責任であると考えられる。

２ だから、リフォーム長崎県看護連盟が誕生したのに、
・リフォーム連盟完結年（完成途上）で時間不足であったのか。末端会員まで十分理解浸透がなさ
れなかったのではないか。

３ 「アンフィニＡ」の理解に苦慮した。
・アンフィニＡを連盟会員（親）とし、その会員は、信頼出来る知人等２人を育てる（子供）こと
に時間を要した。

４ 組織強化、選挙運動の区分に力注した。
・公示前と公示後、公務員と非公務員の活動のあり方についての学習会は効果的であったか。（違
反行為はなかった）

５ リーダー、施設連絡員の役割
・各々の施設も、リーダー、施設連絡員が主体的に活動されたが、結果的には会員の投票行動に結
びついただろうか。

◎一票獲得することの困難さが痛感される。
６ 推せん母体の「看護協会」との関係
・選挙対策室を設け、組織図に基づき活動したが、十分機能させることが出来なかった。
・協会会員であって連盟会員でない人々。（今後の課題）

以上、反省としながら終わりに
◎「ベッドサイドから政治を変える」ために大活動した平成１９年度の看護政策推進大会であった。それ
は看護協会が打ち出した看護政策実現のためであった。
・看護基礎教育の見直し
・労働改善による看護職員の確保定着の推進
・看護の質向上と看護職の活用の促進
・看護制度の見直しと国家予算・税制の推進 等
目的達成出来なかったこれからの道、行き詰まりを覚えることと信じます。本当に一同心合わせてや
る気・本気・根気で活動したと、自信をもって言えない現実を、これからの問題として取り組む必要性
があるのではないかと思う所存です。
同志として懸命に活動していただいた皆さまに感謝すると共に、益々のご活躍とご発展を祈念して、
ふりかえりと共にお礼のことばと致します。

平成１９年８月９日
－被爆６２周年、世界人類の恒久平和、
併せて前長崎市長伊藤一長様のご冥福を祈りながら－
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松原まなみ得票数

総得票数 ６，６９４
県名 会員数 得票数

１ 岡山 ７，７４４ ７，９７６

２ 福島 ６，６１７ ７，４５８

３ 熊本 ６，１３８ ７，３６６

４ 長崎 ４，６７３ ６，６９４

５ 福岡 ７，７９２ ６，２７９

全国 １９０，９４３ １６７，５９５

阿部先生応援写真

リーダー研修会
長崎の松原まなみさん
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ふふりりかかえり

支部長として連盟活動を振り返って
県南地区第１支部長 浦瀬 妙子
リフォーム連盟が始動し、「ベッ

ドサイドから政治を変える」をス
ローガンに、連盟活動を行ってき
ました。残念ながら結果を出すこ
とは出来ませんでしたが、会長・
役員・施設リーダー・会員の協力
に支えられながら活動できたことに感謝申し上
げます。今回の選挙は、たいへん厳しい逆風の
中の選挙戦ではありましたがこれだけ頑張った
という思いもあり、報告される数を計算しなが
ら安心していたのですが蓋を開けてみると…
ショックでしばらくは何もする気が起きません
でした。しかし、今回のリフォーム連盟は、政
治と看護を考える十分な活動だったと思ってい
ます。連盟の歴史から勉強させて頂き、政治活
動と選挙活動を実際経験し、選挙がそれ程甘い
ものではないことを実感しました。反省するこ
とはたくさんありますが、今後もこの苦い経験
を忘れることなく政治に関心をもち、私達の代
表を国会へ送るという使命を果たせるよう努力
していきたいと思います。会員一人一人が積極
的に連盟活動に参加し、政治に関心をもつ組織
でありたいと願います。今回は、本当に残念な
結果となってしまいましたが、皆様たいへんご
苦労様でした。

「選挙後遺症」
県南地区第３支部長 松本不二子
７月２９日の悪夢のような日から、もう１週間がたちました。民
主党の躍進の影に自民党の惨敗があって、今も安倍政権の支持率
が落ちている事を今夜のニュースは伝えています。自民党逆風と
いわれた今度の選挙、私達の松原まなみさんもこの風にさらされ
たのでしょうか。わかりません、わかりませんが、結果的に自分達の組織票を
まとめる事が出来なかった。長崎での６６９４票は目標の半分しかいっていません。
全国比例１８位の１６万７千６百票でも私達が目標に達していたなら、おそらく会
長も幹事長も長崎はよくやったと胸を張れたでしょう。立て直すべきリフォー
ムの成果がこの結果だったので、支部組織やその機能について反省し見直さな
いと今後の活動の方向が見えてこないと思います。ただ今はまだショックが
残っていて、この現実を受け入れる事がしっかり出来ていません……。今まで
２人いた参議院議員が１人減る事でどれだけの看護政策上損益を受けるか、
しっかり会員は目を開いて見ていくべきだと思います。若い会員は自分の一票
が自分自身のための一票である事にもっと気づくべきだと思ってくやしいです
し、私の力のなさにも申し訳ないと思っています。

今こそこの結果を糧として
県南地区第４支部長 林田 英子

参院選挙へのご協力あ

りがとうございました。

各施設でも施設リー

ダー・施設連絡員を中心に、自分たち

の活動として本当に頑張っていただき

ました。選挙終盤まで確実に票が伸び

ていた筈なのに、非常に残念です。い

ろいろな思いはありますが、今こそこ

の結果を糧として、真に「ベッドサイ

ドから政治を変える」組織への第一歩

を踏み出す必要があります。看護連盟

は看護職のための組織です。組織を強

固にしましょう。これからも現場の声

をお寄せ下さい。

参議院選挙を終えて
県央地区第１支部長 伊達 信子
皆様、ご協力ありがとうございました。
アツイ、アツ～イ夏、長い長～い、アンフニィＡ活

動。今までの２年間が何だったのか、今回の結果を出
すための活動だったはずである。
努力が実らなかった虚しさか、いや、後１歩の押しの足りなさか、

よく分からないが、とにかくガックリしてしまって、何ともやりきれ
ない。
これが、看護の未来に賭けた戦いだったのか。本当に本当に形振り

構わず、今までにない政治活動、選挙運動に全力投球してきた。
今、エネルギーを使い果たし、空っぽの状態だ。周りの人たちに、

協力して頂いたことへの感謝と、申し訳なさが入り混じる。この選挙
を通して学んだことがある。候補者への投票をお願いして、人の誠実
さとは、「投票に行ってきたよ」「息子と２人で行ってきました」と電
話をもらった時のうれしさ。そうかそれが、本気で応援してくれてい
るという“誠実さ”なのだ。
自分が一番信頼できる、交友関係もがセレクトできた。頼まれれば、

一応みんな“ハイ”とは返事はするけど、親兄弟なら行ったね、まだ
なら行ってきてね。行ってよと言えるけど、人様に何回も何回も、お
願いをして、余りしつこいと嫌われるよね、とか、またか～と思われ
るよねとか、いろいろと思い悩む。
何回も言える人、何回言っても関係が壊れない人、言いにくい人、

二度と言いたくない人、この人は１回言えばきっちりやってくれる人、
いろいろあったが、今までに、これほどまでに人に頼み事をした経験
がない。人様に物事を頼むということの難しさも体験した。
「看護政策実現のために」「国民の安心と安全のために」「看護の未

来のために」燃え尽きたこの選挙戦だった。どんなに頑張っても、１
人では１票しかない。みんなの力を合わせれば何とかできると期待も
高まった選挙だった。
協力してくれた人たちに、当選してお礼が言いたかった。それが叶

わなかったのだ。残念でたまらない。

私達の代表を国会へ
県南地区第２支部長 久米 春代

残暑の候、会員の皆様におきましてはます
ますご清祥のことと拝察いたします。
さて、第２１回参議院選挙では、今まで以上

の団結力、行動力をもって施設リーダー・連
絡員の方々と共に活動をしてまいりました。看護界を変え
るために、リフォーム連盟の結果を出したかったのですが、
力及ばず目的を達成することができませんでした。一票の
重さを感じさせられました。
しかしながら、落胆ばかりしていてはいけません。今回
のリフォーム連盟活動を振り返り、もっと多くの支部づく
りをする必要があるのではないでしょうか。会員自らが行
動・活動できる連盟になる様、一人でも多く私達の代表を
国政へ送り出すために、未来へ向って頑張りましょう。

支支部部長の

（４） 第７号 長崎県看護連盟だより 平成１９年９月発行



ふりかかええりり

汗は成果を裏切らない？
県央地区第２支部長 星田美惠子

今日はもう８月５日になりました。で
も、ずーっとぼんやりしています。全国
１６７，５９３票、長崎県６，６９４票落選。
「私は選挙の結果をみて私の力が足りませんでした
とは言いたくありません」と松原まなみさんはおっ
しゃいました。言わせません。どんなことがあろうと
絶対言わせませんと誓ったのに。今回は心底頑張りま
した。松原さんが好きだから、松原さんの思いが好き
だから県央地区は一丸となって戦いました。汗は成果
を決して裏切らないと思っていました。
車をぶつけ、右手を火傷しそれでも「何とかならん

とね」と思っています。
車はお金を出せば修理で
きるし、手も時期がくれ
ば回復するでしょう。で
も松原さんの失ったもの、
家族との時間、希望、達
成感は取り戻せません。
松原さん、ごめんなさい。

熱き行動を終えて
県北地区第２支部長 吉村津弥子

平成１７年７月、会員の組織強
化を大目的として県北地区支部
に２支部が誕生した。昨日のこ
とのようです。
自分たちのことを、本当に自分たちのこと
として、看護の環境を変えて、良い看護を提
供したい、看護職の社会評価を高め、看護が
責任ある仕事と自覚して、誇りを持ってやっ
ていくために。そのために看護の代表者を国
政に送る必要性を再認識したはずであった。
支部の皆様にはご理解して頂き、一緒に活動
したり大変な協力をお願いしてしまった。し
かし、結果として、何のための２年間だった
のか、自分の無力さが情けない。ただ走り続
けた２年間だったのではないのか、今しばら
く考えたい。
それは、今後どうするべきか、看護連盟の
役割等について私見を述べる機会を頂きたい。

連盟活動の再考を！
県北地区第１支部長 薬王寺和子

会員のみなさまへ
本当にお疲れさまでした。厳しいということは感じていました。期待通り

にならず、残念というより心が痛みます。この前の選挙より頑張ったという
自負心がありましたから。組織を強化し、アンフィニＡを集め、何回も研修
会を開催し、２９日の選挙では目標に到達するはずでした。しかし、いざ選挙戦に入ってみる
と確実らしいデーターは見えるが、確信が持てないのです。報告だけで行動が一向に見えな
かったからでしょう。不安を感じた時は、必ず顔を合せて依頼し確認をとりました。その時
の雰囲気は信じるに値する力強さがありました。だけど結果は…。目標に達することはでき
ませんでしたが、連盟活動について再考しなければならないことが見えてきました。リフォー
ム看護連盟は会員の意識を変えたのでしょうか。会員の末端まで情報が伝達できたでしょう
か。会員一人ひとりが自分のこととして活動したでしょうか。会員全員が主体的に行動しな
ければ、一歩も前進しないことを改めて痛感しました。さあ、みなさま、しっかり考えてく
ださい。あなたのことなのです。次回の成功を目ざして。

『１９年参議院選活動をふりかえり』
離島地区五島支部長 藤 和枝

ことのほか暑い夏と激しい逆風の中
で参議院戦が始まり、終りました。「戦
い済んで日が暮れて」佐藤愛子の小説
そのまま、予想以上の結果に呆然としながらも、坂
下幹事長と共に過ごした数ヶ月の活動に疎漏はな
かったか反省もしております。
五島支部は会員が少ないだけ「余所の数倍動かな
ければの合言葉」で各病院はもとより、民間の団体
及び個人にお願いまわりその間にアンフィニAの
再々確認。また買い物先でも小さいメモ紙に「松原
まなみ」と記し、心知った人に握らせての毎日でし
た。公示過ぎは電話作戦、ポスターは一枚も無駄に
することなく貼って回り、凝縮した最後の追い込み
をかけました。
４３５票の数は看護協会・連盟会員・ＯＢ・地元の
自民党のご協力のお蔭と感謝いたしております。
希望はかなえられませんでしたが、山口会長様の
指導力のもと会員の団結力を心に刻み、３年後の教
訓にいかして参りたいと思います。

残念・感謝・反省
県央地区第３支部長 濱崎 徳彦

７月２９日、三人寄れば文殊の知恵
の、一角がなくなりました。大変残
念で日頃から、ご鞭撻下さった、松
原さんの落選には、言葉もなく、応援に力及ばなかっ
た事に申しわけなく思う日々であります。成せば成
る、成さねば成らぬ選挙でした。アンフィニ、目標
を達成する為の方法論としては、若い会員に当時者
として自覚を持たせ明確で具体的な目標を与えて、
意識行動をボトムアップさせたと思ってます。精一
杯努力したつもりでも…確実な名簿チェック、連盟
の存在意義の啓蒙、支部レベル、院内レベルでの研
修、施設内外でのネットワーク充分だったのか…振
り返って情けない大きな課題を残したことを、実感
してます。しかし、私達は看護の道に憧れ、目指し
てきた夢や期待を、努力の糸でも叶えられる職域で
ありたいものです。安定・成長する職域を願うなら
ば、今以上の連盟活動が必要だし、目まぐるしい変
革の中国民の健康を守り育む為に看護職は政治に参
加しなければなりません。私は今後も、精一杯、誠
意をもって与えられた役割を果していくつもりです。
健康で安心して暮らせる社会を造る為の活動である、
連盟活動に誇りを持って！支部部長長のの
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参院選を終え思ったこと
県北第１支部 村井 良子

８月に入り一段と暑い日差しが照り
続ける毎日です。７月の参院選挙では、
本当に残念な結果になってしまい、何
故？と言う気持ちにひしがれてしまい
ました。自分なりには精一杯活動した
と思いましたが……。数字的には延び
なかった、これが現状です。今回目標
には達成することは出来ませんでした
が、これからの連盟活動についてもう
一度考え直さなければならないことが
見えてきた様に思います。
◎病院にとっては、会員、非会員の温
度差を感じる。
◎私個人、連盟会員一人としてすべて
をどううめていくかはその病院、施
設の〝長〟へゆだねるものだろうが、
看護協会会員がオール連盟会員だと
言う事を認識する。
◎リフォーム看護連盟になってから一
人一人の行動が変ってなかった。今
後の行動をどうしなければならない
のか？が今後の課題だと思います。

施設リーダーとして、連盟活動を振りかえって
県南第１支部 森垣 恒子

今回、施設リーダーとして活動に加わって、今までは、どちらかというと連盟活動、内容にあまり関心も
なく、積極的に活動をする方ではなかったので、自分が施設リーダーになる事に多少抵抗と不安があった。
しかし、何度となくリーダー研修会に参加し看護連盟の歴史から役割、活動内容を知り、学び、自らが皆に
伝えていくという役目を任された事で、今までよりは理解・納得のうえで考える事ができる様になったと思
う。他施設の人とも関わる事ができ話を聞き、皆真剣で、積極的な熱意にも影響を受け、力になったと思う。
私の力不足、行動不足もあり、スタッフへ十分に伝える事ができ、理解してもらったかは解らないが、あま
り関心のなさそうな私が、日々活動し声かけをしている姿を見て、周りのスタッフが、少しでも刺激を受け
てくれていたのなら嬉しいと思う。結果が出せなかったのは皆同様残念だったが、皆の反応から、今回の選
挙は、今までの中で一番真剣に声をかけ頑張ったという言葉が聞かれたので、皆の意識づけ、自覚にもなっ
たと思う。これで終わってしまうのではなく、これからもこの気持ちや自覚を忘れない様にしていきたいと
思う。

参 院 選
リーダー
連 絡 員
Ｏ Ｂ

組織力って縦と横の繋がりが大事�
県北第２支部北松中央病院施設リーダー 山中由貴子

県北最西端にある我が北松中央病院は、連盟会員９５名の小規
模組織でありますが、リフォーム連盟活動開始直後より、少し
ずつ、そして着実に会員組織末端までアンフィニＡが浸透し、
手ごたえ十分の状況で本選挙を迎えました。一人一人がアン
フィニＡの役割をしっかり果たし３００名を超える得票数を獲得
できました。私たちの代表者を何とか国政に送りたいと心から
願いを込め皆が必死で頑張った結果だと思います。自民党に対
する逆風が吹き荒れ、厳しい選挙戦で思うような結果が出ず本
当に残念です。看護組織団体の政治に対する関心の希薄さに驚
き、組織が大きくなればなるほどもっともっと組織のトップが
自覚し、縦と横のつながりを強化していくことが必要だと感じ
ました。そして今後連盟活動が会員一人ひとりに、もっと身近
なものとして、不可欠なものとして素直に感じ受け止められる
よう、各組織にあったやり方を模索していくことが大切だと思
います。当院代表の森下幹事、各師長、連絡員の皆さん、本当
にお疲れ様でした。これからも共に声をかけあっていきましょ
う。

施設リーダー・連絡員の活動について
県南第２支部 本田真由美

昨年より、リフォーム連盟で「松原まなみさんを国会へ」を合言
葉で取り組んだ。
アンフィニＡが二人の子供を作り、子供の自立と松原さんの名前
が言えるようミニ研修会やビデオの放映を行った。
公示後会員は必ず期日前投票に行くよう声かけ又、当日選挙を済
ませた人は、確実に連絡員に報告した。
施設全体一生懸命取り組んだ結果、選挙に行ったことがない会員、
若い介護職からも「投票に行った」との嬉しい言葉もあり、全体が
盛り上がった選挙だったのに、本当に残念でなりません。

（６） 第７号 長崎県看護連盟だより 平成１９年９月発行



●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
看護連盟活動に参加して

県南第４支部 永田さとみ

私は、現在２０代の看護師で、連盟活動に参加して２年目になります。
連盟活動に参加し、看護界には、離職率が高いことや、患者様は勿論、
看護師自身の安全を確保すること、看護師独自の役割を明確にし、質
を高めることなど、深刻な問題が山積みされていることを知りました。
連盟活動に参加しなければ、この現実を知ることもなく、問題として
とらえることもなかったと思います。そして、これらの問題を解決す
る術が、国会に看護の代表を送ることだということも知らないまま

だったと思います。
松原まなみ先生が、長崎に来られ、看護に対する熱

� �
い思いを語られた、あの講演にもっと若い看護師が多
く参加できれば、日本全国の看護師全てにも伝われば、
この現実も打破できるのではないかと思います。松原
まなみ先生には、これまで同様、看護に対する熱い思
いを日本全国に向けて発信し続けて欲しいです。
そして私たちも、この問題に屈することなく立ち
向っていくことが大事だと思います。

を 終 え て

の声

初めての連盟員としての活動について
県南第３支部 福田 松文

私は、今年の４月から原爆病院手術室の連盟連絡員

をしています。参議院選挙に向けて手術室連盟員の方

に松原まなみ先生の紹介ハガキを知り合いの方に対し

て書いてもらったり、選挙に対する反応を電話で聞い

てもらったりしましたが、連盟員の方の協力のもと、

苦労することなく活動することができました。

選挙の結果はとても残念でしたが、次回の選挙では

当選されるように今後も活動していきたいと思います。

今後も頑張ります
県央第２支部 立川 明子

この度の参院選では必ず松原まなみ先生が当選する
と信じていました。リフォーム連盟に変わり今までに
なくとても活動しやすく手応えがありました。何回か
連盟の研修を受けるたびに皆様の熱気を感じ絶対に当
選して頂きたい、と言う気持ちで１票でも多くなるよ
う働きかけました。今回は残念な結果ではありました
が、現場から看護の声を必ず政治に届けるためにも、
私たちは連盟活動を頑張りたいと思います。

OBの皆様のボランティア活動
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●ながさき看護センター
●５０８名出席

ある支部長さんからいただきました。

なかなか原稿を書く気になれませんでした。書こうとすると涙が止まらないんです。

どうして票がとれなかったんでしょうか。

何か政治活動のむなしさを感じます。松原さんの事を思うとつらいです。

広報委員会は会員の皆様にもっと連盟（政治）

に関心をもっていただきたいと活動しています。

社会は政治で変っていきます。今回の選挙結果

で政治の場にわれわれの代表が一人いなくなり

ました。大きな力が抜けてしまったのです。こ

れからを考え、今一度、会員の皆様の政治への

関心を高めることに、より一層の努力をしなけ

ればいけないと考えております。

金澤・中嶋・野口・本村・本田

平平成成１１９９年年度度
長長崎崎県県看看護護連連盟盟通通常常総総会会
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http://kangorenmei-nagasaki.jp/
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